
理由 理由 コメント等

のへじ常夜燈朝市の開
催（水産業・農業・商業・
観光・民間の連携）

0千円

物販・交流施設等の整
備・促進

11,742千円
来場者数が目標を上回ったことか
ら。

来場者は目標値を上回っている
が、レジカウントは目標に達してい
ないためリピーター客に視点を当
てた取り組み及び自立した運営の
確立の検討。

●運営面での課題が多くみられるため、経営面での対策
を行った方がよいと思う。
●野辺地町に昔から残っている食材や菓子・食品が、時
代とともに受け継がれていく工夫が求められると思う。

水産加工品の開発・販売 -

国内外へ向けた「みちの
く丸」利活用の推進

234千円

Ｒ元年の実績は無かったものの、
雑誌等に取り上げられたほか、み
ちのく丸についての質問を受ける
など周知効果がでてきている。

特産品や食、日本文化遺産関係と
組み合わせるなど、複合的なＰＲに
努めロケ地活用を目指す。

●町として既に取組んでいると思うため、内容をより充実さ
せた形で事業展開してほしい。
●テレビ特別番組や新聞・雑誌以外に、今はＩＴが進んで
いるので、インターネットを活用したＰＲが必要だと思う。
●実績なしのため。テレビ、雑誌等の取り上げだけではな
く、こちらからの情報発信などのＰＲに力点を置いた方がよ
い。
●みちのく丸予算について、実費収入はあるのか。

国内外へ向けた「みちの
く丸」利活用の推進

5,050千円
５年間で累計３０件に向けて着実
に件数が増えていることから。

「みちのく丸」の維持保全に努めな
がら、周知ＰＲ等これまで同様の事
業を継続することでＫＰＩ達成が見
込まれる。

●町を栄えさせてくれた「みちのく丸」にスポットが当たれ
ば良いと思う。「みちのく丸」物語とか出来たら楽しいと思
う。私たちの手で何ができるか。（映画製作等）

後継者及び担い手の育
成・確保

-
新規就農者を４名確保することが
できたが、担い手不足解消のため
にさらなる掘起しに努める。

積極的なトップセールス等を通じ
て、引き続き、広報活動を実施す
る。
農業者の高齢化に伴いリタイアす
る農家が増加傾向にあると見込ま
れるので、担い手の確保と経営安
定のために必要と思われる。

●体験型を進めて、学生等を呼んで一緒に活動の場を作
れたら楽しいと思う。
●移住者がより住みやすいような支援が必要。

農地規模拡大交付金の
創設

786千円
目標値を達成しているが、新たな
担い手への農地集積を行うために
引き続き周知を図る。

新たな農地及び出し手の確保と、
遊休農地の改善を図った規模拡大
とするなど事業の見直しが必要。

●平成28年度以降実績がない。
●希望者が増加するように工夫とアイディアが必要だと思
う。

農業経営の法人化の推
進

786千円
２法人が認定農業者として営農し
ていることから進捗があると判断さ
れる。

法人化にむけ必要に応じて説明な
ど行っていく。

●平成28年度以降実績がない。
●希望者が増加するように工夫とアイディアが必要だと思
う。
●新規で法人化した場合は、期間限定で税金を優遇し、
経営を早期安定化させる支援を行う。

①-3
味・特産品を
生かした新た
な雇用創出

野辺地の美味しいを探る 0千円
ＫＰＩ達成に向けた事業の取り組み
にいたっていない。

ＫＰＩ達成は困難である。
指標を、郷土料理を「常時食べら
れる」から「限定等」に見直すなど
で検討するほか、郷土料理を伝え
残すも取り入れた事業内容として
考えたい。

●もう一度取組内容を考え、郷土の味を残してほしい。
●野辺地外へのＰＲ活動が不足。
●今後、野辺地町でしか食べられない料理を食べられる
場所が不可欠だと思う。
●取り組みを行っていないため。今後はコロナの影響もあ
り、飲食店の活性化を期待したい。
●今後の方針の理由にあるように、事業の修正が望まし
い。

①-4
野辺地工業
団地への企
業誘致推進

野辺地工業団地への企
業誘致の活動

184千円
企業からの情報は得ているもの
の、誘致計画の策定までいたって
いない。

引き続き協議を行っている企業へ
の誘致活動を進めるほか、青森県
東京事務所とも連携し、旧農工団
地への誘致も含め取り組んでいく
必要が
ある。

●少しずつでも良いので継続して頑張ってください。
●生きていくために必要な、人を助けられるような企業、例
えば職業訓練所的な大学等が出来たら良いと思う。
●引き続き、誘致活動を進めていただきたい。
●目標値達成に向けて、色々な角度から模索してほしい。

①-5
産業・雇用創
出対策の強
化

事業者（法人、個人等）へ
の支援

2,201千円 起業者があったため。

創業起業を考えている方への後押
し並びに町の活性化に繋がる事業
として、引き続き補助金事業及び
相談事業を継続したい。

●農業法人でのコメント同様に、早期経営安定化のため
の支援が必要。

野辺地町まち・ひと・しごと創生総合戦略　効果検証（ＫＰＩ）　一覧表（令和元年度事業実施分－基本目標順）

基本目標名 施策名 具体的な施策
Ｒ元年度
決算額

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 担当課における内部評価 外部有識者からの評価

指標 目標値（H32年） 実績値（R元年） 効果検証 今後の方針 事業の評価

①

「
郷
土
の
生
業
を
創
る

」

～
産
業
・
労
働
分
野
～

①-1
「みちのく丸」
を拠点とした
ベイフロント計
画

朝市の売上高
【野辺地町調べ】

年間900万円

開発する加工品の種類
【野辺地町調べ（町漁協との連
携）】

5年間で累計3件

寄附件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計30件 3件（累計26件） 進捗している

野辺地ならではの料理が常時食
べられる飲食店の件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計10店舗 0件 進捗していない

新たな起業件数
【野辺地町調べ（町商工会との連
携）】

5年間で累計35件 4件 一定の進捗がある

物販・交流施設等来場者数
【野辺地町調べ】

年間3万人 43,886人 一定の進捗がある 更に発展させる
KPI達成に有効であった（１１人）
KPI達成に有効であったとは言えない（２人）
その他（０人）

事業の継続
KPI達成に有効であった（９人）
KPI達成に有効であったとは言えない（３人）
その他（１人）

ロケ地活用件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計5件 0件（累計3件） 一定の進捗がある 事業の継続
KPI達成に有効であった（４人）
KPI達成に有効であったとは言えない（８人）
その他（１人）

①-2
農林水産業
の活性化

新規就業者数（農業・水産業）
【野辺地町調べ（農協・漁協と連
携）】

5年間で累計11人 10件 一定の進捗がある その他

農業法人件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計3件 2件 一定の進捗がある その他
KPI達成に有効であった（１０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（２人）
その他（１人）

事業内容の見直し（改善）
KPI達成に有効であった（０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（９人）
その他（４人）

KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

規模拡大実施件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計5件 17件 一定の進捗がある その他
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

事業の継続
KPI達成に有効であった（８人）
KPI達成に有効であったとは言えない（４人）
その他（１人）

誘致企業数
【野辺地町調べ】

5年間で累計2社 0社 あまり進捗していない 事業の継続

KPI達成に有効であった（１人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１１
人）
その他（１人）

評価対象外事業※実施の目途がたっていないため

評価対象外事業※実施の目途がたっていないため



理由 理由 コメント等
基本目標名 施策名 具体的な施策

Ｒ元年度
決算額

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 担当課における内部評価 外部有識者からの評価

指標 目標値（H32年） 実績値（R元年） 効果検証 今後の方針 事業の評価

転入者に対する定住促
進の強化

-
業務量に対し、十分な人員が配置
されておらず、事業実施に至ってい
ないため。

根拠となる規定及び財政的裏付け
が必要であるため。

●評価対象外事業にしてはどうか。

空き家・空き店舗バンク
制度

0千円

防災に優しい町への強化 117千円
１団体が結成となったが１団体が
解散し増減がなかった。

地域の防災に不可欠なため、引き
続き新たな結成団体を模索、活動
費や資機材整備費の支援を実施
する。

●防災の学びの場の情報を発信し、防災に詳しい人口を
増やしていく工夫が必要だと思う。
●人材が少ない。

②-2
都市と農山漁
村交流の推
進

体験移住（おためし居住）
への支援

-
１名利用者がいたが、利用者数が
少なく周知不足である。

根拠となる規定及び財政的裏付け
が必要であるため。

●体験型プログラムを組み入れる等のさらなる工夫が必
要。
●住みたくなるような、わくわくするようなお店、人財等、仲
間づくりが出来たら、来る人が増えるような気がする。
●利用者が増えるような事業の見直しが必要。

②-3
町営等の住
宅整備
≪転出抑制
対策≫

子育て支援等住宅整備
の推進

0千円

②-4
災害避難地
の提供

移住の促進を目的とした
首都圏向け災害避難地
の提供

-
業務量に対し、十分な人員配置が
されておらず、事業実施に至ってい
ないため

仕様を早急に定め、予算要求す
る。

●今後も丁寧に考えながら作成していく必要があると思
う。
●事業実施にいたっておらず、評価できない。

③-1
結婚支援対
策の推進

「街コン」開催への支援 - 町単独の実績がないため。

結婚支援は今後ますます必要性
が高まると考えられるが、街コン開
催での支援は参加者が集まらない
ことなどから難しい。

●事業の廃止も含めて抜本的な見直しが必要ではないで
しょうか。
●何か一緒にやることがあれば、お互いを知るチャンスが
あると思う。例えば、農作業、スポーツ・レクリエーション、
ボランティア、演劇等。
●魅力あるイベントが開催できると良いが、参加者が集ま
らないのではコロナ禍でもあり事業展開は難しい。
●街コンという事業では、集客が難しくなっていて、新しい
型でのアイディアが必要と思われる。

乳幼児医療費の無償化
（未就学の所得制限の見
直し）

12,527千円
所得撤廃したことにより、全未就学
前児童に対しての医療費助成は子
育て支援の一環として担っている。

子育て支援対策からも継続してい
く。
必要性が高く、現物給付化しており
効率的でもある。

※委員からのコメント特になし

保育所利用料の特例の
拡充（同時入所の児童が
いる場合の第２子無料
化）

37,037千円

令和元年度町内保育所定員３２５
人。定員外入所を含め、令和元年
度３月１日現在の入所者数３１８
人。
前年度に引き続き、令和元年度に
おいても、入所者数は、４月(２９２
人)よりは増加傾向にあり、ある程
度の効果が現出しているものと思

子育て家庭の経済的負担の軽減
を図り、安心して子供を生み育てる
環境を整えるため、継続する。

●目標値設定が高いように思うため、見直しをした方がよ
いと思う。

地域子ども・子育て支援
事業の充実

23,643千円

放課後-登録児童数の増加によ
り、社会資本整備対策の必要性が
現出。
支援拠点－保護者の共働きにより
事業の利用者は減少したが、今後
も継続して子育て中の親子の交流
や育児相談等の場の提供をする。
延長保育－目標値は達成したが、
今後の事業拡大について検討・実
施する。

保護者の就労形態の多様化等に
伴い、今後も保育ニーズの高まり
が想定されるため、事業を継続し
て実施する。

※委員からのコメント特になし

②

「
郷
土
の
住
み
や
す
さ
を
実
現
す
る

」

～
生
活
環
境
・
生
活
基
盤
分
野
～

②-1
周辺市町村
ベッドタウン化
推進計画
≪転入推進
対策≫

補助金を活用した転入者数
【野辺地町調べ】

年間3世帯5年間で累計50人 0人 進捗していない

自主防災組織件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計10団体 8団体 一定の進捗がある 事業の継続
KPI達成に有効であった（９人）
KPI達成に有効であったとは言えない（３人）
その他（１人）

体験者数
【野辺地町調べ】

5年間で累計20人 1人（累計3人） あまり進捗していない 事業内容の見直し（改善）

KPI達成に有効であった（０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１２
人）
その他（１人）

事業内容の見直し（改善）

KPI達成に有効であった（０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１１
人）
その他（２人）

バンク制度利用件数
【野辺地町調べ】

5年間で累計15件

体験者数
【野辺地町調べ】

Ｈ２９～３１年の３年間で累計
１００人

※災害時の場合を想定した
指標は設定しない

0人 進捗していない 事業内容の見直し（改善）

KPI達成に有効であった（０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１１
人）
その他（２人）

子育て支援等住宅入居者数
【野辺地町調べ】

年間5世帯

③

「
郷
土
の
人
の
身
体
と
心
を
守
る

」

～
福
祉
・
保
健
・
医
療
分
野
～

「街コン」の出会いによる結婚件
数
【野辺地町調べ（町商工会との連
携）】

年間2件 0件 進捗していない 事業内容の見直し（改善）

318人 一定の進捗がある 事業の継続
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

利用者数
【野辺地町調べ】

＜放課後児童クラブ＞
登録児童：年間１２０人

＜地域子育て支援拠点＞
延べ人数：年間２，０００人

＜延長保育＞
延べ人数：年間７，５００人

＜放課後児童クラブ＞
登録児童：年間１０４人

＜地域子育て支援拠点＞
延べ人数：年間６２１人

＜延長保育＞
延べ人数：年間８，６９６人

一定の進捗がある 事業の継続
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

KPI達成に有効であった（０人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１２
人）
その他（１人）

③-2
子育て支援体
制の強化

就学前児童のいる世帯
【野辺地町調べ】

350世帯
311世帯
（355人）

進捗している 事業の継続
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

入所児童数
【野辺地町調べ】

年間370人

評価対象外事業※実施の目途がたっていないため

評価対象外事業※実施の目途がたっていないため



理由 理由 コメント等
基本目標名 施策名 具体的な施策

Ｒ元年度
決算額

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 担当課における内部評価 外部有識者からの評価

指標 目標値（H32年） 実績値（R元年） 効果検証 今後の方針 事業の評価

地域医療体制の充実促
進

中核病院、産科、小児科
など受診者の通院交通
費助成

1,834千円

妊産婦の負担軽減のために、多胎
妊婦への妊婦健診を最大7回まで
追加し、内容をより充実させた。未
申請者には健診等の場でも申請を
勧奨し、ほぼ同じ100％の妊産婦
が申請、事業を活用した。

今後も妊産婦の身体的・精神的・
経済的負担軽減を目指し、事業は
継続していくが、今後、さらなる見
直しも必要となる。また、Ｒ２年度
からの子育て世代支援事業と連動
し、切れ目ない支援を目指す。

※委員からのコメント特になし

妊婦への支援 5,623千円

ﾏﾀﾆﾃｨｻﾛﾝについては、日曜日開
催を実施し内容を充実。妊婦の救
急時情報提供システムでは母子健
康手帳交付時に周知しているだけ
でなく転入妊婦等にも周知を徹底
し、登録に結び付いている。妊婦
訪問は対象を拡大・支援プランの
作成等内容も拡充した。

令和2年度からはﾏﾀﾆﾃｨｻﾛﾝをすく
すくｻﾛﾝに事業名を変更し、ティー
サロン形式とする。また、対象を拡
大・日曜日開催日を増やす・平日
開催日にﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞやｸｯｷﾝｸﾞな
どの新しい内容を実施して参加者
の増加・目標値の達成を目指す。
また、妊婦訪問では支援プランの
見直しを行い内容の充実を目指
す。令和2年度途中からは子育て
世代包括支援事業として、ﾍﾙﾊﾟｰ
や助産師による産後の家事援助
等の生活支援開始を検討中。

※委員からのコメント特になし

成人保健事業の充実（死
亡原因一位のがん対策
等）

20,897千円

受けやすい健診体制づくりを進め
ているが、受診者数はほぼ横ばい
である。また、全体的な受診率は
目標値に届いていない。目標値達
成に向けて今後更なる改善が必要
になると考える。

今後も検診再勧奨を効果的に実施
する予定。
令和元年度は、大腸がん検診、乳
がん検診の再勧奨を実施。
今後は就業者優先日を設けるな
ど、新規の受診者獲得を狙う。

●周知・ＰＲが必要だけれども、まず自分を大切にする思
いが一人一人に求められると思うので、周りがさらに声が
けを続けるべきである。
●特に就労世代については、各職場にて実施する検診や
各職場が負担して人間ドックなどを受診する者も多いと思
われます。
●仕事を休みづらい等の理由もあると思われるので、企業
側への促しも必要。補助金もあり。

高校生に対する学力向
上の支援

1,241千円

これまでに予備校短期間講習に参
加したことのある令和元年度卒業
生7人のうち、3人が国公立大学に
進学している。

令和２年度は、多くの生徒が参加
できるよう、塾講師を当町に招聘し
た短期講座を開催する。

●勉強の仕方が分かると思うので、講師を招いて実施を
希望する。
●未実施につき。
●野辺地高校存続のためにも続けてほしい。
●学力向上支援のみではなく、農業・漁業体験による就労
者増加対策も加えたらどうか。リモートでの有名講師招
聘。

異文化交流の推進 10,636千円

R元年度はＡＬＴがやむを得ない理
由で急遽配置換えとなった上、新
型コロナウイルス感染症の影響も
あり年明けからの参加者が著しく
減少したため、比較検証を実施す
ることができなかった。

外国語教育をより充実させるた
め、小中学校でのＡＬＴの活動時間
を増やす。

●英語で野辺地町を紹介するイベント・企画があったら、
外国人を三沢等から呼んで交流できると思う。
●ネイティブ英語と触れ合う機会を小中学校からもっと増
やしてほしい。
●図書館の利用だけでは世帯率の把握が難しいと考えま
す。実績値の把握ができないものの、効果検証も難しい。
●リモートによる外部委託も検討した方がよいと思う。

家族ふれあい読書デー
の継続

-

令和元年度は家読実施世帯率調
査を実施していないが、乳幼児、児
童の図書館利用人数や貸出冊
数、図書館行事への参加者の数
値は微増の状況であり、大きな変
化はみられなかった。

事業を継続しつつ、小学生にとって
最も身近な本と触れ合う場所であ
る学校図書館の環境を整えるほ
か、町立図書館に家族で足を運ん
でもらえるよう広報活動を積極的に
行う。

●図書館の一定の整備は必要だが、出版数減、書店数減
の現状と方針が合わない。休校・統合する学校からの贈与
という手もあるのではないか。

競技スポーツの強化 1,220千円

支援事業の実績値として、全国大
会や東北大会での入賞者数は前
年度に比べ多少であるが増加し
た。事業を実施することで、大会に
向けての意識や競技力の向上・コ
ンディショニングすることができる
ため、モチベーションやパフォーマ
ンスを上げるには有効的な事業と
考える。

これまで事業の周知、実施を図っ
た結果、ある程度の事業の浸透性
が図られてきているものと考える。
これからは各種競技団体や学校の
選手育成と競技力の向上を期待
し、目標値を超える成績を期待しな
がら継続していきたい。

●全国大会や東北大会などの大規模な大会も重要ではあ
るが、その全国大会や東北大会に出場するために、地区
大会のような小規模大会から強化体制構築が必要ではな
いか。（底辺からの競技力向上）

スポーツを通じた健康づ
くりの推進

438千円

健康ウォーターマラソンスタンプラ
リー → 実施期間が3月10日までで
あり、その後閉講式を開催し「健康
アンケート」を実施する予定であり
ましたが新型コロナウイルス感染
症の関係で実施できなかった。参
加人数でみると１割程度の増加が
みられた。
　水泳教室の利用者数 → 実施方
法を見直し、幼児の部での定員割
れは若干の改善傾向にあるようで
ある。(前期8回、後期4回 → 前期6
回、後期6回)

健康ウォーターマラソンスタンプラ
リー　→　事業を継続し、健康増進
に努める。　「健康アンケート」の実
施。　目的が体力の向上や仲間づ
くりの目的が多く、健康づくりを意
識させた取り組みが必要となる。
　水泳教室の利用者数　→　水泳
教室の内容の充実。　なお、委託し
ている指導者に制限があるため、
募集定員及び開催回数の限度が
ある。　子どもの健康増進を図りな
がら、要望等にも適切に答えて開
催していく。

※委員からのコメント特になし

スポーツを通じた健康づ
くりの推進

2,711千円
平成29年度から事業拡大した結
果、目標値を超えた利用者数と
なったため。

参加率が低迷しているコースもあ
るため、事業PRや内容の工夫を加
えながら、今後も本事業は継続す
べきである。

※委員からのコメント特になし
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③-3福祉・医
療の充実

小児急病、夜間受け入れ体制等
の勉強会の開催（北部上北広域
事務組合等との連携）
【野辺地町調べ】

勉強会の開催

件数等
【野辺地町調べ】

＜マタニティサロン＞
利用者：年間８０人

＜妊婦健康診査公費助成＞
利用者：年間１３０人
＜救急システム＞

情報提供者：年間１００人
＜妊産婦、新生児訪問＞

１００％継続

＜マタニティサロン＞
利用者：年間１４人

＜妊婦健康診査公費助成＞
利用者：年間７６人
＜救急システム＞

情報提供者：年間４１人
＜妊産婦、新生児訪問＞

妊婦４５．８％
新生児乳児９４％

一定の進捗がある 更に発展させる
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

就労世代の健（検）診受診率
【野辺地町調べ】

年間45％ 10.9％～29.9％ あまり進捗していない 更に発展させる
KPI達成に有効であった（４人）
KPI達成に有効であったとは言えない（８人）
その他（１人）

妊婦健康診査等交通費助成の利
用者
【野辺地町調べ】

年間85人
※通院支援制度の拡充

61人 進捗している 事業の継続
KPI達成に有効であった（１１人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１人）
その他（１人）

事業内容の見直し（改善）
KPI達成に有効であった（１１人）
KPI達成に有効であったとは言えない（２人）
その他（０人）

事業実施の始まりと終わりに英
語力テストを実施
【野辺地町教育委員会調べ】

参加者平均点：最初のテスト
から最後のテスト10％増

未実施 進捗していない 予定通り事業終了
KPI達成に有効であった（２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（７人）
その他（４人）
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④-1確かな学
力・豊かな心・
健やかな体の
３つの調和の
とれた「野辺
地っ子」の育
成

国公立４年制大学への合格者数
【野辺地町教育委員会調べ（県立
野辺地高等学校、八戸学院野辺
地西高等学校との連携）】

年間　町内にある二つの高
校の合計10人

4人 一定の進捗がある

家読実施世帯率（小学校）
【野辺地町教育委員会調べ】

55% - あまり進捗していない 事業の継続
KPI達成に有効であった（３人）
KPI達成に有効であったとは言えない（８人）
その他（２人）

④-2心身とも
に健康な人づ
くりの推進

対象者
【野辺地町教育委員会調べ】

年間受賞者
全国大会入賞＜個人＞2人

全国大会入賞＜団体＞2団体
東北大会3位以内＜個人＞10人

東北大会3位以内＜団体＞10団体

全国-個人1人、1団体。東北
3位以内-個人0人、1団体。

一定の進捗がある 更に発展させる
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（１人）
その他（０人）

健康数値が良くなった参加者の
割合
【野辺地町教育委員会調べ】

KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

90%

・ウォーターマラソンスタンプラリー
健康数値がよくなった割合「アン

ケート未実施」
・水泳教室の利用者数：128人

一定の進捗がある 事業の継続
KPI達成に有効であった（１２人）
KPI達成に有効であったとは言えない（０人）
その他（１人）

利用者数
【野辺地町調べ】

300人 591人 進捗している 事業の継続

評価対象外事業※広域事業のため


